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に
開
催
。
企
業
の
根
幹
を
な
す
経
営

理
念
の
成
文
化
や
練
り
直
し
を
中
心

に
、
講
義
や
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

戸
塚
部
会
長
の
開
会
挨
拶
・
趣
旨

説
明
か
ら
始
ま
っ
た
一
日
目
は
、
経

営
指
針
作
成
の
基
礎
と
し
て
、
㈱
和

多
利
合
同
事
務
所
・
山
口
氏
が
「
経

営
指
針
作
成
の
意
義
と
全
体
像
」
を

テ
ー
マ
に
、
経
営
環
境
の
構
造
変
化

や
経
営
者
の
役
割
の
説
明
を
交
え
な

が
ら
、
そ
の
重
要
性
を
講
義
し
ま
し

た
。
ま
た
、
四
期
連
続
で
参
加
す
る

兼
希
工
業
㈱
・
細
渕
氏
が
「
経
営
指

針
作
成
で
我
が
社
は
こ
う
変
わ
っ

た
」
と
題
し
て
報
告
し
、「
自
分
が

何
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
を

整
理
で
き
た
」「
社
員
に
会
社
の
理

念
と
進
む
べ
き
方
向
を
理
解
し
て
も

ら
え
た
」
な
ど
の
成
果
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、

講
義
・
報
告
に
込
め
ら
れ
た
熱
き

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
、
自
社
の
経
営

課
題
と
参
加
目
的
を
改
め
て
明
確
に

す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
経
営
指
針

作
成
へ
の
想
い
を
深
め
合
い
ま
し

た
。

数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
の
は
、
参
加

企
業
の
業
績
好
調
が
会
員
に
広
く
伝

わ
っ
て
き
て
い
る
か
ら
と
推
測
さ
れ

ま
す
。

　

第
一
講
は
七
月
二
十
八
日
（
金
）

～
二
十
九
日
（
土
）
の
二
日
間
、

ニ
ュ
ー
サ
ン
ピ
ア
を
会
場
に
「
経
営

理
念
の
作
成
と
深
堀
り
」
を
テ
ー
マ

　

経
営
指
針
部
会
主
催
に
よ
る
第

二
十
二
期
「
経
営
指
針
を
つ
く
る

会
」（
一
泊
二
日
全
六
講
）
が
今
年

度
も
ス
タ
ー
ト
。
企
業
の
道
し
る
べ

と
な
る
経
営
指
針
を
成
文
化
し
、
厳

し
い
経
営
環
境
を
乗
り
越
え
る
た

め
、
三
十
五
社
よ
り
四
十
六
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
、
参
加
者

　

一
日
目
の
後
半
か
ら
二
日
目
は
、

今
年
度
が
初
参
加
に
な
る
メ
ン
バ
ー

を
中
心
に
経
営
理
念
を
検
討
す
る
Ａ

コ
ー
ス
と
、
昨
年
か
ら
連
続
参
加
に

な
る
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
財
務
分
析

を
行
う
Ｂ
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
進

行
。
Ａ
コ
ー
ス
は
「
経
営
理
念
検
討

シ
ー
ト
」
の
記
入
と
グ
ル
ー
プ
討
論

を
交
互
に
行
い
、
メ
ン
バ
ー
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
創
業

者
の
想
い
や
自
社
の
使
命
を
経
営
理

念
に
重
ね
て
い
き
ま
し
た
。
一
方
、

Ｂ
コ
ー
ス
は
「
企
業
変
革
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
に
基
づ
い
て
経
営
課
題
を

抽
出
し
た
後
、
同
業
者
比
較
な
ど
に

よ
り
財
務
の
面
か
ら
課
題
整
理
を
し

て
い
き
ま
し
た
。

　

次
回
、
第
二
講
は
「
経
営
理
念
の

ま
と
め
と
自
社
分
析
」
を
テ
ー
マ
に

行
わ
れ
ま
す
。
半
年
後
に
は
参
加
者

の
想
い
が
詰
ま
っ
た
経
営
指
針
が
完

成
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
！

第
22
期　

経
営
指
針
を
つ
く
る
会
・
第
１
講

「
継
続
は
力
！ 

参
加
す
る
た
び
に
会
社
が
強
く
な
る
」

題字リニューアル（広報委員会による採用作品）
【製作者紹介】㈱シスプラ、堤  崇志氏（会員は代表取締役・椛沢  均氏／高崎支部）

【制作趣旨】常に向上心に溢れ、新しいモノを取り入れ、チャレンジしていく経営者の集ま
りということで、軽快な書体を選びました。また、ただ新しいモノを取り入れるだけでなく、
先代の経営者の築いた良い部分も活かしていくという意味も込めて伝統的なイメージの
和柄を背景にしました。
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第
３
回
障
害
者
雇
用
フ
ォ
ー
ラ
ム
／
伊
勢
崎
支
部
７
月
例
会

障
害
者
雇
用
は
ハ
ー
ド
ル
を
上
げ
ず
に
自
然
体
で

　

七
月
十
八
日
（
火
）、
伊
勢
崎
市

文
化
会
館
を
会
場
に
、
障
害
者
雇
用

委
員
会
＆
伊
勢
崎
支
部
設
営
、
群
馬

県
後
援
の
「
第
三
回
障
害
者
雇
用

フ
ォ
ー
ラ
ム
／
伊
勢
崎
支
部
七
月
例

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

伊
勢
崎
支
部
を
中
心
と
す
る
会
員
経

営
者
や
同
テ
ー
マ
に
関
心
の
高
い
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
経
営
者
、
県
内
各
地
の

障
害
者
支
援
機
関
・
特
別
支
援
学
校
、

行
政
関
係
者
な
ど
総
勢
四
十
五
名
が

集
ま
り
、
障
害
者
雇
用
に
つ
い
て
学

び
合
い
ま
し
た
。

　

田
村
副
代
表
理
事
は
開
会
挨
拶
で

「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
考
え
方
は
今

後
の
企
業
経
営
に
必
須
。
群
馬
県
は

比
較
的
障
害
者
雇
用
の
取
り
組
み
が

遅
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
う

し
た
会
を
重
ね
る
な
か
で
会
員
企
業

が
一
社
で
も
多
く
の
雇
用
に
つ
な
が

用
を
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
は
四
名
の

障
害
者
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

古
郡
氏
は
、
障
害
者
雇
用
に
取
り

組
ん
で
の
感
想
を
「
以
前
は
絶
対
に

無
理
だ
と
思
い
込
ん
で
い
た
。
し
か

し
、
今
で
は
会
社
に
と
っ
て
欠
か
せ

な
い
存
在
に
な
っ
て
い
る
」と
説
明
。

ま
た
、
障
害
者
雇
用
を
始
め
た
経
緯

に
つ
い
て
「
あ
る
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

し
て
〝
当
社
に
も
や
っ
て
も
ら
え
る

仕
事
が
あ
り
そ
う
だ
〟
と
素
直
に
思

え
た
の
が
キ
ッ
カ
ケ
」
と
振
り
返
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
同
社
初
の
障
害
者
雇
用

を
皮
切
り
に
、
精
神
・
身
体
・
知
的

障
害
者
の
雇
用
事
例
を
採
用
順
に
一

人
ず
つ
、
そ
の
特
徴
や
社
員
と
の
関

わ
り
、
苦
労
話
な
ど
の
各
種
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
交
え
て
紹
介
。
報
告
の
ま

と
め
で
は
「
障
害
者
雇
用
を
何
の
た

め
に
行
う
の
か
」
を
経
営
者
の
立
場

か
ら
参
加
者
に
提
起
し
ま
し
た
。

　

事
例
報
告
の
後
は
「
感
想
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
思
う
こ
と
」
を

テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
実
施
。「
貴
重
な
人
材
と

し
て
障
害
者
雇
用
に
取
り
組
む
時
代

が
来
て
い
る
と
感
じ
た
」「
障
害
者

が
継
続
し
て
働
け
る
環
境
づ
く
り
の

難
し
さ
を
痛
感
」「
雇
用
側
・
支
援

側
、
双
方
の
意
見
が
聞
け
る
の
で
、

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
は
非
常
に
有

意
義
で
あ
る
」
な
ど
、
活
発
な
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

年
経
営
者
全
国
交
流
会
in
茨
城
・
第

五
分
科
会
」
の
プ
レ
報
告
を
兼
ね
て

お
り
、分
科
会
座
長
の
㈱
ア
ミ
イ
ダ
・

阿
久
戸
氏
（
太
田
支
部
）
に
も
協
力

を
仰
ぎ
、
本
番
さ
な
が
ら
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
進
行
し
ま
し
た
。

　

事
業
承
継
に
至
る
紆
余
曲
折
や
承

継
後
の
経
営
指
針
を
中
心
に
据
え
た

各
種
取
り
組
み
な
ど
、
町
田
氏
の

八
〇
分
に
わ
た
る
報
告
、
そ
の
報
告

を
受
け
て
学
ぶ
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
的

確
に
指
摘
す
る
阿
久
戸
氏
の
ま
と

め
。
ま
だ
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
の
余

地
は
多
分
に
残
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
通
常
と
は
一
味
違
っ
た
緊
張
感

の
あ
る
例
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
社
長

の
情
熱
を
社
員
に
押
し
付
け
る
べ
き

で
は
な
い
」「
自
社
を
分
析
す
る
力

と
実
行
す
る
力
の
両
方
が
大
事
」「
経

営
指
針
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し

た
」
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
情
熱
だ
け
で
人
は
動
か
な
い
～

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
無
駄
な
く
推
進
力
に

換
え
る
に
は
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
桐

生
支
部
七
月
例
会
を
開
催
。
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
開
発
の
㈱
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、

代
表
取
締
役
・
町
田
英
之
氏
（
前
橋

支
部
）
が
報
告
者
を
務
め
、
自
身
の

経
営
体
験
を
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、

本
例
会
は
九
月
に
開
催
さ
れ
る
「
青

れ
ば
」
と
語
り
、
本

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

意
義
を
説
明
し
ま
し

た
。

　

事
例
報
告
で
は
、

機
械
部
品
の
脱
脂
洗

浄
を
手
掛
け
る
㈱
日

乃
出
、代
表
取
締
役
・

古
郡
登
氏
（
伊
勢
崎

支
部
）
が
報
告
者
を

務
め
、「
障
害
者
雇

用
は
ハ
ー
ド
ル
を
上

げ
ず
に
自
然
体
で
」

を
テ
ー
マ
に
、
自
身

の
経
営
体
験
を
語
り

ま
し
た
。
同
社
は
四

年
前
か
ら
障
害
者
雇

桐
生
支
部
７
月
例
会

情
熱
だ
け
で
人
は
動
か
な
い
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高
崎
支
部
７
月
例
会

新
卒
社
員
が
活
躍
す
る
未
来
志
向
の
会
社
づ
く
り

太
田
支
部
７
月
例
会

二
人
の
息
子
へ
の
事
業
承
継

　

七
月
二
十
日
（
木
）、
ビ
エ
ン
ト

高
崎
を
会
場
に
高
崎
支
部
七
月
例
会

を
開
催
。
リ
フ
ォ
ー
ム
・
建
物
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
手
掛
け
る
㈱
正
和
、
代

表
取
締
役
・
坂
間
正
和
氏
（
高
崎
支

部
）
が
報
告
者
を
務
め
、「〝
前
向
き

で
〟
駐
車
場
に
も
励
ま
さ
れ
～
新
卒

社
員
が
活
躍
す
る
未
来
志
向
の
会
社

づ
く
り
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
自
身
の

経
営
体
験
を
語
り
ま
し
た
。

　

坂
間
氏
は
、
大
手
企
業
を
辞
め
て

家
業
入
社
の
経
緯
を
順
を
追
っ
て
説

明
。「
前
職
と
は
全
く
畑
違
い
の
仕

事
。
社
長
就
任
後
に
待
っ
て
い
た
の

は
悲
惨
な
状
況
だ
っ
た
」
と
ジ
リ
貧

経
営
に
喘
い
だ
当
時
を
振
り
返
り
ま

し
た
。

　

七
月
二
十
七
日
（
木
）
に
開
催
さ

れ
た
太
田
支
部
例
会
は
、
㈲
神
保
商

会
、
取
締
役
会
長
・
神
保
次
雄
氏
が

「
家
業
か
ら
企
業
へ
～
二
人
の
息
子

へ
の
事
業
承
継
～
」
と
題
し
て
、
経

営
体
験
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

工
具
の
卸
売
業
と
し
て
独
立
し
、

順
調
に
取
引
先
を
増
や
す
中
、
一
つ

の
取
引
先
で
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
。
苦

肉
の
策
で
「
金
属
加
工
」
を
自
社
で

始
め
た
と
振
り
返
り
ま
す
。
必
要
に

　

そ
う
し
た
状
況
で
目
に
留
ま
っ
た

の
が
、
報
告
テ
ー
マ
「〝
前
向
き
で
〟

駐
車
場
に
も
励
ま
さ
れ
」。
こ
の
言

葉
を
胸
に
「
必
ず
三
億
円
企
業
に
な

る
。
若
い
人
が
た
く
さ
ん
活
躍
す
る

会
社
に
し
て
み
せ
る
」
と
誓
い
、
自

分
で
決
め
た
戦
略
に
従
っ
て
行
動
し

た
結
果
、「
全
て
の
誓
い
を
実
現
す

る
こ
と
が
で
き
た
」
と
言
い
ま
す
。

　
「
空
き
家
活
用
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
企

業
に
！
」
を
将
来
の
夢
と
し
て
掲
げ

る
坂
間
氏
。「
新
事
業
の
創
造
に
は

若
い
力
が
必
要
不
可
欠
。
若
い
人
を

信
じ
、
そ
の
可
能
性
に
賭
け
る
。
無

限
の
可
能
性
を
ど
う
活
か
す
か
が
経

営
者
の
仕
事
」
と
力
強
く
参
加
者
に

語
り
掛
け
ま
し
た
。

迫
ら
れ
始
め
た
結
果
「
加
工
の
出
来

る
工
具
屋
」
と
い
う
差
別
化
に
繋
が

り
、
業
績
を
支
え
る
二
本
柱
に
ま
で

成
長
さ
せ
ま
す
。
今
は
工
具
卸
を
長

男
（
現
社
長
）、
加
工
を
次
男
（
現

専
務
）
が
担
当
し
、
会
長
の
思
い
を

引
き
継
ぎ
、
事
業
を
牽
引
し
て
い
ま

す
。

　

事
業
承
継
の
際
、「
二
人
に〝
社
長
〟

の
経
験
を
さ
せ
た
い
」
と
、
分
社
化

を
検
討
し
た
そ
う
で
す
が
、
息
子
達

　

報
告
終
了
後
は
「
会
社

の
未
来
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
グ
ル
ー
プ
討
論
を
実

施
。「
未
来
づ
く
り
は
人

づ
く
り
と
改
め
て
感
じ

た
」「
経
営
者
は
明
確
な

ビ
ジ
ョ
ン
を
社
員
に
示
す

必
要
が
あ
る
」「
ド
キ
ド

キ
と
ワ
ク
ワ
ク
。
挑
戦
す

る
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
」

な
ど
、
活
発
な
意
見
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

は
「
親
父
を
支
え
る
た
め
に
兄
弟

で
助
け
合
っ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら

も
変
わ
ら
な
い
」
と
、
分
社
化
は

せ
ず
に
、
兄
弟
経
営
の
道
を
選
び

ま
し
た
。「
仕
事
だ
け
で
子
育
て

に
参
加
し
て
い
な
い
」
と
語
り
な

が
ら
も
、
承
継
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

で
は
、
胸
に
熱
く
込
み
上
げ
る
も

の
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
事
業
だ

け
で
な
く
、
創
業
者
の
想
い
を
受

け
継
ぐ
（
継
が
せ
る
）
事
の
大
切

さ
が
伺
え
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
背

中
を
見
せ
る
こ
と
で
子
供
達
を
立

派
に
成
長
さ
せ
た
」「
兄
弟
経
営

の
道
を
選
ん
だ
社
長
・
専
務
に
期

待
す
る
」
な
ど
の
感
想
が
綴
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
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富
岡
支
部
７
月
例
会

同
友
会
と
の
出
会
い
が
私
を
変
え
た

沼
田
支
部
７
月
例
会

感
動
を
生
み
共
感
を
得
る
た
め
に

　

七
月
二
十
四
日
（
月
）
の
富
岡
支

部
例
会
は
、「
同
友
会
で
の
出
会
い

と
学
び
が
親
の
七
光
り
に
気
づ
か
せ

て
く
れ
た
」
と
題
し
て
㈲
小
板
橋
産

業
の
小
板
橋
社
長
（
同
支
部
所
属
）

が
報
告
し
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
七
年
創
業
の
同
社
は
玩

具
等
の
卸
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
宣
伝
用
風
船
の
持

　

七
月
二
十
六
日
（
水
）
に
開
催
さ

れ
た
沼
田
支
部
例
会
は
、
㈱
ホ
テ
ル

辰
巳
館
、
代
表
取
締
役
・
深
津
卓
也

氏
が「
観
光
地
域
づ
く
り
と
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、

住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
の
地
域

と
は
…
」
と
題
し
て
、
み
な
か
み
町

の
地
域
づ
く
り
を
中
心
に
報
告
し
ま

し
た
。

　

深
津
氏
は
、
み
な
か
み
町
の
観
光

関
係
者
で
組
織
さ
れ
、
自
身
が
代
表

理
事
を
務
め
る
「
み
な
か
み
観
光
会

議
」
で
分
析
さ
れ
た
、
観
光
に
関
す

る
デ
ー
タ
や
計
画
な
ど
を
丁
寧
に
説

明
。
町
全
体
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

た
後
に
「
観
光
は
感
動
を
生
み
、
共

感
を
得
る
こ
と
」
と
、
自
身
の
考
え

を
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
社
で
の
取
り
組
み
と
し

ち
手
な
ど
一
部
製
造
を
開
始
。
昭
和

三
十
八
年
に
先
代
が
入
社
し
、
金
属

加
工
を
本
格
的
に
開
始
し
ま
し
た
。

　

現
社
長
の
小
板
橋
氏
は
三
代
目
。

い
わ
ゆ
る
〝
や
ん
ち
ゃ
坊
主
〟
で
育

ち
、
中
学
の
時
に
は
先
生
か
ら
「
お

前
は
絶
対
高
校
に
は
受
か
ら
な
い
」

と
匙
を
投
げ
ら
れ
た
も
の
の
、
定
員

割
れ
の
高
校
に
ど
う
に
か
入
学
し
ま

て
「
私
達
は
記
憶
の
商
売
で
、
商
品

は
屋
根
の
下
だ
け
で
は
な
い
。
地
域

の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
し
て
感
性
・

感
動
・
感
謝
の
３
Ｋ
を
意
識
し
接
客

し
て
い
る
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
緻
密

な
戦
略
に
基
づ
い
た
行
動
や
情
報
発

信
。
企
業
経
営
に
通
じ
る
部
分
が
多

い
」「
深
津
社
長
が
リ
ー
ダ
ー
で
あ

る
み
な
か
み
は
、
も
っ
と
良
く
な
り

そ
う
」
な
ど
の
感
想
が
綴
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

す
。
と
こ
ろ
が
単
位
が
足
り

ず
一
年
の
と
き
に
留
年
。
年

子
の
弟
と
同
級
生
と
し
て
高

校
生
活
を
送
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後

は
一
つ
も
単
位
を
落
と
す
こ

と
な
く
三
年
へ
。「
こ
れ
で

卒
業
で
き
る
」
と
思
っ
て
い

た
矢
先
、
あ
る
事
件
に
よ
っ

て
部
長
と
し
て
の
責
任
を
と

り
不
本
意
な
が
ら
退
学
に

…
。

　

そ
の
後
、
紆
余
曲
折
を
経

て
市
外
の
会
社
で
後
輩
達
を

教
え
る
立
場
に
な
っ
て
い
た

小
板
橋
氏
で
し
た
が
、
あ
る

時
に
、
自
分
の
給
与
が
高
卒

の
後
輩
達
よ
り
も
少
な
い
こ

と
が
判
明
し
愕
然
と
し
ま

す
。「
以
来
、
中
卒
で
あ
る

こ
と
が
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
な
り
、

ず
っ
と
つ
き
ま
と
っ
て
き
ま
し
た

…
」
と
小
板
橋
氏
。

　

と
こ
ろ
が
同
友
会
の
仲
間
た
ち
と

触
れ
合
う
う
ち
、
へ
ん
に
強
が
っ
て

い
た
自
分
に
気
づ
く
の
で
し
た
。

　
「
最
近
は
表
情
ま
で
違
う
」
と
、

そ
の
後
の
変
貌
ぶ
り
に
紹
介
者
の
田

村
支
部
長
も
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　
「
入
会
し
て
、
今
の
私
で
は
社
員

が
か
わ
い
そ
う
だ
と
真
っ
先
に
思
い

ま
し
た
。
ま
た
先
代
の
信
頼
と
実
績

に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
痛
感
し

ま
し
た
」と
小
板
橋
氏
は
語
り
ま
す
。

そ
し
て
最
後
に
「
弱
さ
を
見
せ
ら
れ

る
強
さ
を
持
ち
、
生
か
さ
れ
て
き
た

自
分
が
今
後
は
み
ん
な
を
生
か
せ
る

よ
う
に
成
長
し
、
良
い
会
社
に
し
た

い
」
と
結
び
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
お
互
い
を
も
っ
と
知
り

合
う
意
味
で
会
員
報
告
を
中
心
に
企

画
し
て
い
る
富
岡
支
部
。
今
後
の
例

会
も
本
音
ト
ー
ク
が
続
き
そ
う
で
す
。
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前
橋
支
部
７
月
例
会

10
年
後
、
ど
ん
な
企
業
を
目
指
す
の
か
！

渋
川
吾
妻
支
部
７
月
例
会

社
員
と
と
も
に
学
び
合
う

　

前
橋
支
部
で
は
、
七
月
十
九
日

（
水
）、
前
橋
市
中
央
公
民
館
を
会
場

に
、
庭
園
外
構
の
設
計
・
施
工
・
管

理
な
ど
を
行
う
㈱
高
崎
松
風
園
、
代

表
取
締
役
社
長
・
山
口
俊
輔
氏
（
前

橋
支
部
）
が
「
10
年
後
、
ど
ん
な
企

業
を
目
指
す
の
か
！
～
業
界
の
未
来

　

七
月
二
十
五
日
（
火
）
の
渋
川
吾

妻
支
部
例
会
は
、
社
員
と
と
も
に
学

び
合
う
例
会
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
目
的
を
持
つ

こ
と
の
大
切
さ
」。
冒
頭
、
㈱
コ
モ

チ
の
中
澤
さ
ん
と
、
ロ
ー
ラ
ン
ド
観

光
㈱
の
兵
藤
さ
ん
が
社
員
の
視
点
か

ら
問
題
提
起
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
明
確
な
目
標
を
自
分
で
立
て
る

こ
と
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が

の
た
め
に
本
気
で
挑
ん
だ
７
年
間

～
」
と
題
し
て
、
経
営
体
験
を
報
告

し
ま
し
た
。

　

冒
頭
で
県
内
造
園
業
に
対
す
る
世

間
の
イ
メ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
あ
ま
り
良
い
イ

メ
ー
ジ
は
持
た
れ
て
い
な
い
と
い
う

も
の
を
設
け
、
勉
強
す
る
の
で
は
な

く
、
結
果
を
出
す
集
ま
り
と
い
う
位

置
づ
け
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
現

在
で
は
四
十
四
社
が
所
属
し
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

集
ま
り
の
代
表
を
五
年
間
務
め
な
が

ら
、
自
社
は
も
ち
ろ
ん
、
造
園
業
全

体
の
為
に
時
間
を
使
っ
て
き
た
そ
う

で
す
。
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
「
業

界
が
変
わ
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、
自

社
の
外
部
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ

た
」
と
分
析
。
同
友
会
を
休
み
挑
戦

し
た
期
間
に
つ
い
て
は
「
正
し
い
か

は
不
明
だ
が
、
時
間
の
使
い
方
に
後

悔
は
な
い
」
と
力
強
く
語
り
、
各
業

界
か
ら
の
参
加
者
に
向
け
て
「
十
年

後
を
ど
う
考
え
、
ど
う
行
動
し
ま
す

か
？
」
と
投
げ
か
け
て
報
告
を
終
わ

り
ま
し
た
。

　

報
告
を
受
け
て
の
グ
ル
ー
プ
討
論

で
は
、
久
し
ぶ
り
に
同
友
会
に
復
帰

し
た
山
口
氏
に
向
け
て
「
以
前
よ
り

も
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
る
」「
経

営
に
対
す
る
情
熱
は
変
わ
っ
て
い
な

い
」
な
ど
の
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
し

た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
感
性

の
経
営
か
ら
、
分
析
の
経
営
に
変

わ
っ
た
と
い
う
話
は
二
代
目
と
し
て

考
え
さ
せ
ら
れ
た
」「
分
析
力
・
行

動
力
・
創
造
力
か
ら
、
情
熱
と
愛
情

を
感
じ
た
」「
な
く
て
は
な
ら
な
い

企
業
に
な
っ
て
い
る
力
強
さ
に
刺
激

を
受
け
た
」
な
ど
の
感
想
が
記
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

る
」「
目
標
を
持
っ
て
い
る
と
愚
痴

が
出
な
い
」「
目
標
に
向
か
う
強
い

思
い
が
周
り
を
動
か
す
」「
自
己
管

理
の
仕
組
み
づ
く
り
が
課
題
」等
々
、

二
人
の
報
告
の
後
は
、
セ
ル
フ
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
シ
ー
ト
を
用
い
て
、
い

つ
も
の
例
会
よ
り
も
長
め
の
グ
ル
ー

プ
討
論
。
時
間
の
許
す
限
り
語
り
合

い
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
参
加
者
か
ら
は
「
考
え

さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
社

員
と
と
も
に
ず
っ
と
幸
せ
に
生
き
て

い
け
る
会
社
に
し
た
い
」「
社
員
お

二
人
の
発
表
が
と
て
も
素
晴
ら
し

く
、
羨
ま
し
く
思
っ
た
。
も
っ
と

し
っ
か
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
っ
て
い
き
た
い
」「
こ
の
機
会

を
与
え
て
く
れ
た
社
員
と
同
友
会
に

感
謝
で
す
。
社
員
の
た
め
に
必
ず
永

続
企
業
を
目
指
し
ま
す
」
な
ど
の
感

想
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

結
果
で
し
た
。
そ
ん

な
業
界
の
た
め
に
、

同
友
会
を
休
み
、
本

気
で
改
革
に
挑
ん
だ

挑
戦
を
語
り
ま
し

た
。

　

二
〇
一
〇
年
、
こ

れ
ま
で
積
極
的
に
参

加
し
て
い
た
同
友
会

活
動
を
休
み
「
ガ
ー

デ
ン
サ
ー
ビ
ス
研
究

会
」
と
い
う
同
業
種

の
会
を
立
ち
上
げ
ま

す
。
入
会
基
準
は
、

建
設
業
許
可
が
あ
る

こ
と
や
設
計
・
施
工
・

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
一

貫
し
て
行
え
る
こ

と
、
既
存
顧
客
が
千

件
以
上
な
ど
厳
し
い
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イチオシ

会員企業紹介
わが社の

ローカルガーデン
代　表  小松崎真司 氏（前橋支部所属）

提案するのは「庭時間」
　　○○と過ごすワクワクを！
提案するのは「庭時間」
　　○○と過ごすワクワクを！
提案するのは「庭時間」
　　○○と過ごすワクワクを！

▼
会
社
概
要

　

当
社
は
前
橋
市
上
大
島
町
に
て
、

外
構
工
事
の
設
計
・
施
工
管
理
を
行

う
個
人
宅
専
門
の
エ
ク
ス
テ
リ
ア
＆

ガ
ー
デ
ン
設
計
事
務
所
で
す
。
当
社

の
掲
げ
る
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
庭
時

間
」。
庭
は
、
家
を
建
て
た
お
ま
け

で
は
な
く
「
家
＋
庭
＝
家
庭
」
の
文

字
通
り
、
庭
で
過
ご
す
時
間
は
か
け

が
え
の
な
い
家
族
の
記
憶
と
な
り
ま

す
。
家
族
や
仲
間
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
、
ペ
ッ
ト
と
一
緒

に
時
間
を
忘
れ
て
く
つ
ろ
い
だ
り
、

ガ
レ
ー
ジ
で
趣
味
を
満
喫
す
る
と

い
っ
た
「
子
育
て
」「
ペ
ッ
ト
」「
ガ

レ
ー
ジ
」
三
つ
の
〝
ワ
ク
ワ
ク
〟
を

軸
に
庭
時
間
の
大
切
さ
を
提
唱
し
て

い
ま
す
。

▼
自
己
紹
介
と
設
立
へ
の
想
い

　

大
学
卒
業
後
、
大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー

カ
ー
に
就
職
し
、
手
掛
け
た
設
計
プ

ラ
ン
が
形
に
な
る
楽
し
さ
に
の
め

り
込
み
、
県
内
の
外
構
専
門
プ
ロ

シ
ョ
ッ
プ
に
転
職
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
業
界
の
知
識
と
経
験
を
上
積
み

し
、
二
〇
一
五
年
二
月
に
ロ
ー
カ
ル

ガ
ー
デ
ン
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

き
っ
か
け
の
一
つ
に
自
宅
の
建
築

Q 

&

      

A

展
示
場
で
弊
社
の
イ
ベ
ン
ト
や
セ
ミ

ナ
ー
も
開
催
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

▼
会
社
の
将
来
像

　

現
在
は
「
子
育
て
世
代
の
エ
ク
ス

テ
リ
ア
プ
ラ
ン
ナ
ー
」
と
い
う
位
置

づ
け
で
相
談
を
受
け
て
お
り
ま
す
が
、

自
分
が
四
十
代
・
五
十
代

と
な
っ
た
時
に
、
同
じ
目

線
と
言
い
張
れ
る
自
信
は

あ
り
ま
せ
ん
（
笑
）。

　

そ
れ
ま
で
の
経
験
を
糧

と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で

は
な
く
ロ
ー
カ
ル
に
、
前

橋
市
内
を
中
心
と
し
た

「
心
の
ゆ
と
り
を
提
供
で

き
る
お
庭
デ
ザ
イ
ナ
ー
」

に
な
っ
て
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

体
験
す
る
事
が
出
来
る
サ
ン
ル
ー
ム

（
ガ
ー
デ
ン
ル
ー
ム
）
で
す
。
園
内

の
ド
ッ
グ
カ
フ
ェ
の
テ
ラ
ス
か
ら
続

く
ス
ペ
ー
ス
に
、
全
面
開
放
可
能
な

折
戸
パ
ネ
ル
を
採
用
し
た
個
人
宅
で

も
人
気
の
サ
イ
ズ
を
選
び
ま
し
た
。

庭
か
ら
の
入
り
口
に
は
ス
ロ
ー
プ
を

設
け
、
小
型
犬
で
も
無
理
な
く
上
れ

て
、
子
供
や
お
年
寄
り
の
方
に
も
安

心
の
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。
世
界

の
名
犬
牧
場
に
お
出
掛
け
の
際
は
、

ペ
ッ
ト
と
共
に
過
ご
す
庭
時
間
を
疑

似
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん

サ
ン
ル
ー
ム
の
使
い
道
は
そ
れ
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ペ
ッ
ト
連

れ
以
外
の
方
も
ゆ
っ
く
り
ご
覧
頂
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

▼
取
り
組
ん
だ
い
き
さ
つ

　

ワ
ン
ち
ゃ
ん
に
限
ら
ず
、
ペ
ッ
ト

は
家
族
同
様
で
、
室
内
飼
い
が
当
た

り
前
の
時
代
で
す
。
同
じ
空
間
で
過

ご
し
た
い
と
願
う
飼
い
主
さ
ん
の
声

を
受
け
、
弊
社
取
引
商
社
と
メ
ー

カ
ー
が
三
位
一
体
と
な
り
、
年
間
来

場
者
数
一
〇
万
人
を
超
え
る
世
界
の

名
犬
牧
場
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
ま
し

た
。
サ
ン
ル
ー
ム
の
使
い
方
の
一
つ

と
し
て
「
ド
ッ
グ
ハ
ウ
ス
」
を
提
案
・

体
験
し
て
頂
く
事
で
、
商
品
と
弊
社

の
認
知
度
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
で
反

響
は
未
知
数
で
す
が
、
今
後
は
こ
の

が
あ
り
ま
す
。
家
を
建
て
庭
を
持
ち

た
い
と
い
う
世
代
の
大
半
は
子
育
て

世
代
で
す
。
私
自
身
も
二
児
の
父
で

あ
り
「
同
じ
目
線
を
共
有
出
来
る
の

は
今
し
か
な
い
」
と
、
独
立
に
踏
み

切
り
ま
し
た
。
そ
の
想
い
は「
ま
ま
・

こ
こ
っ
と
」
と
い
う
地
域
の
子
育
て

情
報
誌
（
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
）
内
に

て
「
子
供
が
主
役
の
庭
作
り
」
と
い

う
コ
ラ
ム
を
担
当
す
る
こ
と
で
、
パ

パ
・
マ
マ
に
向
け
て
発
信
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
お
手
に
取
っ
て
ご
覧
下
さ

い
。

▼
イ
チ
オ
シ
Ｐ
Ｒ

　

今
年
の
八
月
に
前
橋
市
富
士
見
町

の
「
世
界
の
名
犬
牧
場
」
内
に
弊
社

展
示
ブ
ー
ス
を
設
置
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
ワ
ン
ち
ゃ
ん
と
住
ま
う
庭
を

所在地／前 橋 市 上 大 島 町４８－１６
連絡先／TEL０２７－２２６－１０４０
U R L／https://local-garden.com/
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同友会のホームページで
会員検索できます。 （前橋市古市町）をリニューアルオープンした。今

年４月にチャンピオンカレー（石川県）から運営を
引き継ぎ、７月に店舗を改装するとともにカレーの
ほかナン、オムライス、サラダなどメニューを増や
した。同店でノウハウを蓄積し、将来的には多店舗
化したい考え。
　店舗面積は約90平方メートル。今回のリニューア
ルでは、客席数を従来から12席増やし39席とした。
ランチのカレーはトッピング付きで650円から。営
業時間は午前11時から午後10時（ラストオーダー同
９時30分）までで基本的に無休。
　塚本店長は「女性でも気軽に入れる店づくりを目
指しているが、平日はサラリーマン、週末はファミ
リー層の来店も多い。ナンはネパール人コックが焼
いている」と話している。　　 ［８／17付ぐん経］

【財務データを経営に生かせ】　　　　 ㈱シスプラ
　群馬中小企業家同友会と、財務会計ソフト開発販
売の㈱シスプラ（代表取締役・椛沢均氏／高崎支部
所属）は10日夜、９月から実施する「財務実践チャ
レンジ研修会」の説明会を高崎市総合福祉センター
で開いた。椛沢社長が財務会計データを経営に生か
す大切さを伝えた。
　椛沢社長は同友会の会員約30人を前に、「経験と
勘だけに頼るのは丼経営。経営者は常に事業活動を
数字で評価できるようにならないといけない」と強
調。加えて「企業は資金さえ回転していれば継続で
きる」と、キャッシュフロー黒字化の重要性を語っ
た。研修会では、実際に参加企業の決算書データか
ら目標予算を立て、予算と実績の数値を管理して課
題解決を探り、業績向上につなげる。
　研修会は会員を対象に、毎月２回、シスプラで午
後６時半から同９時に実施する。初回は９月７日。
問い合わせは同友会へ。　　　 ［８／17付ぐん経］

【組織変更＆代表取締役就任】
　群馬レジン㈱、工場長・箱田克彦氏（桐生支部所
属）では、この度、「㈱テクノボックス」に組織変
更し、合わせて「代表取締役」に就任しました。

【取締役就任】
　㈱群馬計理、五十嵐正子氏（高崎支部所属）は、
この度、代表取締役を退任し、「取締役」に就任し
ました。

【社員考案の対戦ゲーム】　 ㈱ソウワ・ディライト
　照明設備や太陽光発電など総合電気工事業の㈱
ソウワ・ディライト（代表取締役・渡邉辰吾氏／
高崎支部所属、取締役・渡邉仁基氏／前橋支部所
属）は８月25日までの毎週金曜日に前橋市中央児
童遊園るなぱあくで実施している「るなぱDEない
と」のイベントに参加している。プロジェクショ
ンマッピングを使った対戦ゲームを実施。今年入
社した女性社員が大学時代に卒業研究で作製した
「カマキリVS」で、パソコンでキネクト、ゲー
ム、プロジェクターを制御し、ポーズにより技を
発動・発射し攻撃する。
　同社総務部の中里さんは「当社の企業理念『デ
ンキのミライにワクワクする』を感じてもらえれ
ばと思い参加している。大人と子供が一緒に楽し
めるイベントになっている」と話している。
　　　　　　　　　　　　　　 ［８／10付ぐん経］

【社名「トヨナガ」に】　　　　 豊長自動車販売㈱
　中古車販売で県内最大手の豊長自動車販売㈱
（代表取締役・長尾秀夫氏／高崎支部所属）は８
月１日付けで社名をトヨナガに変更した。より親
しみやすいイメージを持ってもらうことが狙い。
豊長自動車販売という社名は創業者の長尾秀夫社
長と豊田功専務の苗字から１字ずつを取って名付
けたもの。70年７月の創業以来、使用していた。
ただ、一般には屋号の「トヨナガ」が広く知られ
ており社名も一致させることにした。
　また、安中店・安中工場を「スズキアリーナト
ヨナガ高崎八幡」として新築・移転オープンした
のに伴い本店住所は安中市板鼻185-1から同148-1に
変更になった。11下旬には太田店をスズキの専売
店としてリニューアルオープンする。
　長尾社長は「分かりやすく親しみやすい社名に
変更した。今後は新車販売を強化していく計画も
あり、良いタイミングだと思う」と話している。
　　　　　　　　　　　　　　 ［８／17付ぐん経］

【カレー専門店リニューアル】
㈲ヤマキコーポレーション

　飲食店を展開する㈲ヤマキコーポレーション
（取締役社長・山崎裕紀雄氏／伊勢崎支部所属）
は、カレー専門店「CURRY ON（カレーオン）」

部品加工の

ホームページで仕事の受注が出来ました。
　　　好評「部品加工のマテハン」

URL:http://www.kk-matehan.co.jp/
E-mail:mth@kk-matehan.co.jp

株式会社

同 友 会 の 製 造 業 と 連 携 し て
北関東機械加工センターを目指します。

従業員数　12名
代表取締役　島山　　淳
群馬県太田市矢田堀町351-6
TEL　0276（37）4571
FAX　0276（37）4562

〒375-0056　群馬県藤岡市三ツ木336-6
TEL：0274-24-3228　FAX：0274-24-4841
URL：http://www.alumite.jp/　E-mail：joumou@vesta.ocn.ne.jp
営業担当：井坂、永井　表面処理のご要望は何でもご相談ください。

ダイカスト・鋳物の含浸処理をはじめました
　鉄・ステンレス・アルミ・プラスチックetc…あらゆる素材に対応

アルマイト、各種メッキ、各種塗装、黒染、アッセンブリー

ISO9001認証取得　　エコ・アクション21認証取得

上毛電化 株式会社
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第４回

３
．
入
退
会
者
承
認
と
仲
間
づ
く
り

に
つ
い
て

　

前
回
理
事
会
以
降
の
入
会
者
三

名
、
退
会
者
一
名
を
承
認
。
会
員
数

は
五
四
九
名
と
な
り
ま
し
た
。

Ⅲ
．
そ
の
他

１
．
次
回
の
理
事
会
開
催
日
程

　

第
五
回
理
事
会
を
左
記
の
通
り
開

催
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

日
時
：
九
月
五
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

十
八
時
三
十
分
よ
り

会
場
：
同
友
会
事
務
所
・
会
議
室

Ⅱ
．
承
認
事
項

１
．
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
「
企

業
人
オ
ム
ニ
バ
ス
講
座
」
に
つ
い
て

　

後
期
か
ら
始
ま
る
標
記
講
座
に
つ

い
て
、
業
種
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し

つ
つ
、
全
講
座
の
報
告
者
が
内
定
し

た
旨
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承

し
ま
し
た
。

２
．
経
営
研
究
集
会
に
つ
い
て

　

十
二
月
二
日
（
土
）
に
高
崎
で
開

催
さ
れ
る
今
年
度
の
経
営
研
究
集
会

に
つ
い
て
、
そ
の
進
捗
状
況
等
が
実

行
委
員
会
か
ら
報
告
さ
れ
、
こ
れ
を

承
認
し
ま
し
た
。

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

２
．
支
部
・
部
会
・
委
員
会
報
告

　

各
組
織
代
表
者
よ
り
、
報
告
や
案

内
連
絡
等
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
高
崎
支
部
が
主
催
し
、
シ
ス
プ
ラ

等
会
員
数
社
の
協
力
の
も
と
「
財
務

実
践
チ
ャ
レ
ン
ジ
研
修
会
」
が
九
月

か
ら
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

３
．
そ
の
他

　

群
馬
県
が
主
催
す
る
「
女
性
リ
ー

ダ
ー
交
流
会
」と「
イ
ク
ボ
ス
養
成
塾
」

が
事
務
局
よ
り
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

日
時　

八
月
一
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　

十
八
時
三
十
分
～

会
場　

同
友
会
事
務
所

出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

正
副
代
表
理
事
／
山
岸
、
澤
浦
、
田

村
、相
沢
、常
任
理
事
／
戸
塚
、町
田
、

生
沼
、
増
田
、
平
岩
、
中
澤
、
小
林
、

榎
原
、
宮
田
、
植
杉
、
理
事
／
杉
崎
、

丹
羽
、
布
施
、
前
田
、
笠
原
、
櫻
井
、

事
務
局
／
黒
岩
、阿
久
澤
、竹
内
（
役

員
計
二
十
名
）

【
議　

事
】

　

田
村
副
代
表
理
事
が
急
き
ょ
議
長

を
つ
と
め
、
澤
浦
代
表
理
事
挨
拶
の

も
と
、
第
四
回
理
事
会
開
会
。

【
ゲ
ス
ト
報
告
】

　

冒
頭
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｖ
Ｉ
Ｃ
人
材

戦
略
研
究
所
の
阿
部
代
表
を
ゲ
ス
ト

に
迎
え
、人
材
不
足
が
叫
ば
れ
る
中
、

今
後
の
対
応
策
の
一
つ
と
し
て
期
待

さ
れ
る
「
外
国
人
〝
高
度
人
材
〟」

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
（
今
回
は
ベ

ト
ナ
ム
）。

Ⅰ
．
報
告
連
絡
事
項

１
．
連
合
群
馬
と
の
懇
談
会
報
告

　

本
日
十
七
時
よ
り
初
め
て
開
催
さ

れ
た
連
合
群
馬
と
の
懇
談
会
の
概
要

新会員
ご紹介

8 月度常任理事会承認
会員名簿追加録（順不同・敬称略）

企業名･役職･氏名･生年･所在地･電話･FAX･業務内容･趣味･紹介者

〒370-3115　高崎市箕郷町富岡1549-3

弊社はプラスチック樹脂等の一貫性受注を目指
し、金型・成形・塗装・印刷・組立と物作りに
拘っています。また、近年異常気象等ゲリラ豪雨
対策品も手掛け、多様化を目指しております。一
社では成せなくても、集いし仲間と共存共栄でき
ることを願い、参加させていただきました。宜し
くお願い致します。

ＴＥＬ：027-344-4777

FAX ：027－344－4779
プラスチック樹脂への加工、塗装、印刷、組み立て

【紹介者／山岸良一】
ゴルフ

高
崎
支
部

㈱光　伸

代表取締役社長
木　下　　　篤

S37年生

〒370-2206　甘楽郡甘楽町善慶寺880

当社は、Ｔシャツ・ポロシャツをメインとして、
会社・学校・イベント等のユニフォームを個人向
けを中心に、小ロットからプリント加工を行って
おります。今年の５月には高崎駅西口に受注店舗
として、プラスワン高崎店をオープンしました。
皆様と一緒に色々と勉強させて頂けたらと思って
おります。宜しくお願い致します。

ＴＥＬ：0274-67-7611

FAX ：0274－67－7612
スクリーン版作成、デザイン作成・修正、スクリーン印刷、製品販売

【紹介者／浅井明美】
音楽鑑賞

富
岡
支
部

㈱ロックウェル

代表取締役
岩　井　久　典

S34年生

アルミ精密部品の切削加工メーカー

有限会社 エーピーエム
充実した設備と長年培った確かな技術力で
お客様のご要望にお応えします！

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com

「水なし印刷」をお薦めします
「水なし印刷」は、有害な廃液を含む湿し水を一切使用せず

現像工程の現像液使用量・廃液量も大幅減、またCO2排出量も削減します。
環境への負荷が格段に少ない印刷システムです。

私たちは、これからも環境に、お客様にやさしい企業を目指します。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
。

そ
れ
は

未
来
の
地
球
の
た
め
に
、

そ
し
て
お
客
様
に
も
、

や
さ
し
い
企
業
で
あ
る
こ
と
。

これからもお客様の信頼を糧に


